
「中小企業向け『AI 電気相談所』設立による再エネ導入・脱炭素

経営促進プロジェクト」実証実験について 

 

１．経緯 

ゼロカーボン達成には中小企業における脱炭素化が不可欠であるが、多くの

中小企業は情報・ノウハウ・人材などのリソースが不足し、自社の CO2排出量を

把握できておらずゼロカーボンに向けた取り組みが進みづらい状況にある。 

 令和７年９月に株式会社タンソーマン GX から「しながわシティラボ」におい

て「中小企業における脱炭素化の推進」の提案を受け、同年１１月２７日覚書を

締結し、下記のとおり中小企業向け「AI 電気相談所」設立による再エネ導入・

脱炭素経営促進プロジェクトの実証実験を開始する。 

 

２．実証実験の内容等 

・事業者は、株式会社タンソーマン GX（脱炭素経営・再エネ導入支援等を行う

区内事業者であり、令和７年度ウェルビーイング・SDGs 推進ファンド事業と

しても選定されている）。 

・実証実験期間は、令和７年１１月２７日～令和８年２月末まで。 

・デンキチェックという AI ツールのデモ画面が確認できる iPad を、中小企業

センター、品川産業支援交流施設 SHIP に設置に事業の周知を行う。 

・AI ツールは Web 上で操作でき、電気の使用状況等を入力すると AI が分析し、

事業者にとって最適な電力プラン等の提案、登録事業者による見積もり金額

の提示と比較、都や区の脱炭素関係の補助金情報などを確認できる。 

 

≪参考≫iPad 設置の様子 
（左）中小企業センター       （右）品川産業支援交流施設 SHIP 
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